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LINEやインターネットの安心安全な利用に向けて

ヒト

ネットコミュニケーション
における安全

社会
不正利用防止の仕組み
（24h7dモニタリング対応、
通報窓口の設置、
年齢情報を用いた機能制限
など）

学校での講演や
ワークショップ授業による
情報モラルの啓発活動

法律やルール
（LINEの自主的な判断
による運用面での規制、
業界団体を通じた
取り組みなど）

インターネットを“安全に”利用できる環境を整える

シス
テム



01 リテラシー向上のための啓発活動

青少年のネット利用実態の把握を目的

とした大規模調査（2016年から実施）

• 全国の学校や地方公共団体から申し込みを受

け、青少年の健全なインターネット利用を啓

発する講演活動を無料で実施しています。

∟ 専門講師を派遣し、子どもたちにはインターネットやSNSにおけ

るコミュニケーションの特徴や利用時の注意点を、保護者・教職

員の皆さまには子どもたちをトラブルから守るためのポイントを

伝えています（2019年時点で累計約10,000回以上実施）。

• 情報モラル・情報リテラシーの啓発活動の強

化やネットトラブル防止を目的に、自治体や

専門家と協力しながら、青少年のネット利用

についての調査研究を自ら実施しています。



01 リテラシー向上のための啓発活動

• LINE Safety Center「LINEの安心安全ガイド」にて、禁止されている行為など投稿に関する

ルールや利用上の注意点を分かりやすくまとめ、周知しています。

https://linecorp.com/ja/safety/



02 削除に関するポリシーの明示

• 偽情報をはじめとするサービス上において禁止する行為、また、禁止行為が行われた場合の対応な

どについて、利用規約において明確にしています。

13. 禁止事項

当社は、本サービスに関するお客様による以下の行為を禁止します。

（略）

13.2. 公の秩序または善良の風俗に反するおそれのある行為

13.3. 当社または第三者の著作権、商標権、特許権等の知的財産権、名誉権、プライバシー権、その他法令上または契約上の権利を侵害

する行為

（略）

13.5. 当社または第三者になりすます行為または意図的に虚偽の情報を流布させる行為

13.6. ~ 13.15.（略）

14.2. 当社は、お客様が以下のいずれかに該当する場合または該当するおそれがある場合、あらかじめお客様に通知することなく、本

サービスの全部または一部の利用の停止、アカウントの停止または削除、本サービスに関するお客様と当社との間の契約（本規約に基

づく契約を含みます。以下同じ。）の解除その他の当社が必要かつ適切と合理的に判断する措置を講じることができます。

(1) 適用のある法令または本規約もしくは個別利用条件に違反した場合

(2) ~ (5) （略）

■ LINE 利用規約（抜粋）



03 透明性レポートの公開

https://linecorp.com/ja/security/transparency/top

• LINE Transparency Reportの「違反投稿への対応」にて、偽情報への対応を含めた、弊社にお

ける全世界でのコンテンツモニタリングの仕組みと対応実績を公開しています。



04 LINE Taiwanにおける先進事例

• 海外拠点の一つであるLINE Taiwanでは、偽情報等を抑制

するための初の官民パートナーシップを2019年に締結し、

台湾行政院および4つのファクトチェック機関と協力してい

ます。

• 具体的には、

• ニュース配信プラットフォームであるLINE TODAY上

に偽情報等のファクトチェック検証の結果を表示する

• ユーザー自らが疑わしい投稿等をLINEから送信し、検

証結果を得ることができるチャットボットを提供する

などの取り組みを進めています。

ファクトチェック検証の結果を簡単に得られるLINE公式アカウント「LINE訊息查證」

友だち登録数 70万人以上（2021年2月末時点）

“確認したいメッセージの内容

を入力してください”

“メッセージ検証”



04 LINE Taiwanにおける先進事例

• ウェブ版にはファクトチェックされた情報が掲載されており、最新のトピックやカテゴリ別のト

ピックを調べることも可能です。

https://fact-checker.line.me/



05 ユーザーからの通報への対応

• 偽情報をはじめとする迷惑コンテンツに対しては、各サービス内の通報ボタンから通報いただくこ

とが可能です。ユーザーからの通報に基づき、ガイドライン違反の可能性があるコンテンツを確

認・判断し、必要な措置を実施しています。

モニタリングチーム
が判断・対処

(24時間365日)

例：タイムライン

XXX

投稿内容



06 広告にかかる配信前/後のダブルチェック

• LINE広告では、ガイドラインにおいて政治広告の出稿を認めていません。

• 虚偽広告の出稿については、配信前の審査により配信不可としています。また、審査を経た配信後

であっても、虚偽広告を確認した場合は広告配信停止/アカウント停止等の措置を講じています。

ガイドライン
に基づく

配信前審査

配信後の
モニタリング
および対処

LINE広告審査ガイドライン

https://www.linebiz.com/jp/service/line-ads/guideline/

■広告イメージ

https://www.linebiz.com/jp/service/line-ads/guideline/


07 メディアプラットフォームとしての信頼性の確保

• LINE NEWSでは、配信前に、配信記事がガイドラインに抵触していないかの確認やファクト

チェックも含む校正・校閲を実施し、配信時には公共性・公益性の高い情報をサービスの上部に掲

載するなどの取り組みを行っています。

• また、提携媒体に対してはアライアンスの専門組織を設置して日頃から密に連携をとるとともに、

ユーザーに対してはニュースの選定基準やレコメンドエンジンによる記事掲出の仕組みなどについ

て公式ブログ等で分かりやすく発信しています。

「公共性」のあるニュースを上記①部分に掲載 各種SNSを活用した情報発信を実施




